
奥
山
玄
育
は
出
羽
国
上
山
藩
医
で
あ
り
、
明
治
初
年
に
海
軍
大
医

監
・
海
軍
病
院
長
・
海
軍
病
院
学
舎
長
と
し
て
、
海
軍
軍
医
の
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
座
を
し
め
て
い
た
奥
山
虎
炳
の
曽
祖
父
に
あ
た
る
。

ま
さ
く
に

玄
育
は
幼
名
を
幸
之
助
、
長
じ
て
周
邑
と
名
の
っ
た
。
奥
山
虎
二
氏

所
藏
の
『
奥
山
氏
系
図
」
に
よ
る
と
、
文
化
二
年
（
一
八
一
四
）
二

月
二
四
日
に
死
亡
し
た
と
あ
る
が
、
行
年
は
不
明
で
あ
る
。
安
永
四
年

（
一
七
七
五
）
上
山
藩
主
松
平
信
亨
に
は
じ
め
て
つ
か
え
、
一
二
俵
二
人

扶
持
と
な
っ
た
。
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
ふ
た
た
び
江
戸
詰
め
を
命
ぜ

ら
れ
、
時
の
藩
主
信
古
の
弟
磐
丸
（
の
ち
の
信
愛
）
が
四
書
の
素
讃
を
お

こ
な
う
に
あ
た
っ
て
、
玄
育
は
師
範
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
寛
政
六
年
（
一

七
九
四
）
御
上
代
に
昇
進
し
た
。

文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
玄
育
は
江
戸
留
守
居
役
を
命
ぜ
ら
れ
、
上
山

を
出
立
し
て
江
戸
に
む
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
大
坂
加
番
を
命
ぜ
ら
れ

て
上
坂
の
途
上
に
あ
っ
た
藩
主
信
愛
は
、
道
中
か
ら
す
で
に
病
を
発
し

て
お
り
、
江
戸
に
つ
い
た
玄
育
は
さ
ら
に
上
坂
す
る
よ
う
命
令
を
う
け

て
大
坂
に
む
か
っ
た
。
医
師
の
手
不
足
の
た
め
、
江
戸
か
ら
玄
育
が
よ

び
だ
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
も
上
山
、
江
戸
、
大
坂
の
間
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上
山
藩
医
奥
山
玄
育
と
荻
野
元
凱

深
伽
茶
Ⅱ

を
何
度
か
往
復
し
て
い
る
。

上
山
藩
主
藤
井
松
平
氏
は
、
元
禄
一
○
年
（
一
六
九
七
）
に
備
中
庭
瀬

か
ら
入
部
し
て
城
を
き
づ
き
、
以
後
代
を
か
さ
ね
て
廃
藩
置
県
に
い
た

っ
た
。
上
山
藩
は
大
坂
加
番
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
お
お
く
、
明
治
維

新
ま
で
の
一
六
五
年
間
に
三
二
回
の
お
お
き
に
お
よ
び
、
そ
の
就
任
回

数
は
全
国
の
譜
代
大
名
の
中
で
最
高
位
を
し
め
て
い
る
。

大
坂
加
番
は
西
国
諸
大
名
の
監
視
役
と
も
い
う
べ
き
立
場
で
あ
り
、

一
旦
事
が
お
こ
れ
ば
江
戸
城
警
備
の
最
前
線
の
役
目
を
は
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
軍
事
的
予
備
軍
で
あ
る
。
そ
の
た
め
太
平
の
世
と
は
い
え
、

こ
の
加
番
は
か
な
り
の
精
神
的
緊
張
を
し
い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
大
坂
城
中
で
は
、
江
戸
や
国
元
の
自
邸
で
の

生
活
様
式
と
は
こ
と
な
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
の
で
、
こ
れ
も
負
担

に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
だ
け
が
原
因
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
が
、
上
山
藩
歴
代
藩

主
二
○
名
）
の
う
ち
三
名
が
大
坂
加
番
中
に
客
死
し
て
い
る
。
し
か
し

そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
大
坂
加
番
が
上
山
藩
に
と
っ
て
あ
ら
ゆ
る
面

で
負
担
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
に
よ
り
禄
高
三

万
石
の
上
山
藩
の
実
質
収
入
一
万
二
千
石
に
匹
敵
す
る
合
力
米
が
藩
の

収
入
に
な
る
の
で
、
重
要
な
財
源
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

京
都
に
お
い
て
漢
蘭
折
衷
派
の
名
医
と
し
て
名
を
は
せ
て
い
た
荻
野

元
凱
が
、
大
坂
加
番
と
し
て
在
坂
中
の
上
山
藩
主
松
平
山
城
守
信
愛
を

往
診
し
た
記
録
が
、
山
崎
文
庫
所
藏
の
『
松
平
山
城
守
請
招
記
」
で
あ

ブ
（
》
Ｏ

文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
一
○
月
一
三
日
荻
野
元
凱
は
京
都
か
ら
大
坂
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奏
者
案
内
に
て
書
院
へ
罷
通
茶
烟
盆
火
盆
等
出
家
老
用
人
医
者
等

面
会
其
後
相
診
候
事
診
了
後
坐
千
本
席
御
容
体
等
申
述
其
後
祝
酒

料
理
等
出
申
刻
退
出

と
あ
っ
て
、
玄
育
ら
は
元
凱
と
対
診
を
お
こ
な
っ
た
様
子
を
し
る
こ
と

が
で
き
た
。
ど
の
よ
う
な
交
渉
が
あ
っ
た
の
か
、
こ
の
記
録
に
は
し
る

さ
れ
て
い
な
い
が
、
信
愛
の
容
態
や
治
療
に
つ
い
て
相
談
が
お
こ
な
わ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

元
凱
の
往
診
や
玄
育
ら
の
治
療
の
甲
斐
あ
っ
て
、
信
愛
の
病
は
無
事

全
快
し
、
こ
の
年
の
一
二
月
二
八
日
に
は
床
揚
げ
の
祝
儀
が
お
こ
な
わ

れ
た
。
し
か
し
翌
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
三
月
二
七
日
、
信
愛
は
急
病

の
た
め
加
番
役
の
ま
ま
、
大
坂
城
内
で
死
亡
し
た
。

こ
の
『
請
招
記
」
で
興
味
深
い
点
は
、
元
凱
が
京
都
の
自
邸
へ
書
状

を
お
く
っ
た
日
の
頭
に
、
算
用
数
字
で
回
数
が
ふ
さ
れ
て
い
る
。
「
１
」

か
ら
「
皿
」
ま
で
に
問
題
は
な
い
が
、
「
皿
」
を
「
Ⅲ
」
、
「
吃
」
を
「
Ⅲ
」

な
ど
と
記
載
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
金
子
の
出
納
を
し
る
し
た

條
の
頭
に
《
《
⑦
冒
墓
と
ロ
ー
マ
字
で
注
が
ふ
さ
れ
て
い
る
の
も
興
味
の
あ

に
お
も
む
き
、
内
淡
路
町
三
丁
目
の
米
屋
徳
兵
衛
方
を
旅
宿
と
さ
だ
め
、

そ
の
翌
日
か
ら
一
○
月
二
七
日
ま
で
の
一
四
日
間
、
大
坂
城
内
に
滞
在

し
て
い
た
信
愛
を
毎
日
往
診
し
た
。
こ
の
記
録
は
わ
ず
か
一
二
丁
の
短

い
綴
り
で
、
信
愛
の
病
状
や
経
過
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
記
載
さ
れ
て

お
ら
ず
、
医
史
学
的
に
は
あ
ま
り
み
る
べ
き
も
の
は
な
い
が
、
こ
こ
に

藩
医
奥
山
玄
育
の
名
が
登
場
す
る
。
す
な
わ
ち
信
愛
の
手
医
師
と
し
て

「
奥
山
玄
育
、
遠
藤
長
庵
、
吉
川
道
智
」
の
三
名
の
名
が
あ
り
、
初
診

の
一
○
月
一
四
日
の
条
に
は

幕
末
の
薩
摩
藩
で
は
、
島
津
家
江
戸
屋
敷
の
菩
提
寺
と
し
て
、
三
田

台
町
の
大
円
寺
（
曹
洞
宗
）
と
目
黒
行
人
坂
の
大
円
寺
（
天
台
宗
）
と
関

係
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
後
者
は
嘉
永
元
年
以
後
の
こ
と
で
あ
り
、

前
者
は
延
宝
元
年
、
島
津
光
久
の
嫡
子
綱
久
の
葬
儀
以
来
で
、
島
津
家

と
の
交
際
期
間
に
百
七
十
五
年
の
差
が
両
者
に
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て

三
田
台
町
の
大
円
寺
の
方
が
高
輪
の
屋
敷
に
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
法

事
等
の
比
重
が
大
き
く
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

か
の
戊
辰
戦
争
の
折
、
「
横
浜
軍
陣
病
院
」
に
入
院
し
傷
病
死
し
た
將

兵
の
数
を
「
横
浜
病
院
の
日
記
』
か
ら
数
え
る
と
十
一
藩
五
十
三
名
に

達
す
る
。
中
で
も
薩
摩
藩
は
最
も
多
く
二
十
三
名
で
、
四
十
％
を
こ
す

傷
病
死
者
数
を
占
め
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ど
こ
に
ど
ん
な
形
で
葬
ら
れ

た
か
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
今
回
、
「
横
浜
病
院
の
日
記
」

を
資
料
と
し
て
、
薩
摩
藩
傷
病
死
者
等
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
を
報

告
し
た
。

一
、
江
戸
切
絵
図
の
芝
高
輪
辺
図
を
み
る
と
、
三
田
台
町
で
伊
皿
子

る
所
で
あ
る
。

山
崎
文
庫
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
、
七
部
の
元
凱
の
往
診
記
録
が
収
藏

さ
れ
て
い
る
。

（
平
成
五
年
十
二
月
例
会
）

幕
末
薩
摩
藩
と
大
円
寺

巾
I

西
淳
朗
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